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第2章　高齢化の現状と課題について

1．高齢化の進展

⑴　高齢者人口の推移
　�　本市の高齢者人口は、令和2年10月1日現在で233,162人、高齢化率29.0%となって
おり、着実に高齢化が進行しています。
　�　また、将来推計では、令和5年においては高齢者人口で237,422人、高齢化率は
29.9％、団塊の世代が75歳以上となる令和7年（2025年）には240,270人、30.5％、
介護ニーズの高い85歳以上人口が急速に増加し、現役世代が急減する令和22年（2040
年）には257,077人、35.7％に達する見込みです。

表　本市の総人口・高齢者人口などの将来推移
（単位：人）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R7 R22
総 人 口 805,958 804,559 803,157 800,325 797,492 794,660 788,987 719,441
第1号被保険者数 225,975 229,562 233,162 234,581 236,001 237,422 240,270 257,077
（前期高齢者数）112,087 113,033 113,982 111,062 108,143 105,225 99,380 105,694
（後期高齢者数）113,888 116,529 119,180 123,519 127,858 132,197 140,890 151,383
高 齢 化 率 28.0% 28.5% 29.0% 29.3% 29.6% 29.9% 30.5% 35.7%
※　各年10月1日現在。
※　�国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」に実績値を踏ま

えた補正値を乗じた数値。

図　本市の総人口・高齢者人口などの将来推移
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⑵　高齢者世帯の推移
　�　本市の高齢者のいる世帯は、平成27年の国勢調査で約13万7千世帯となっており、
平成12年の調査と比較して約1.4倍、4万世帯以上増加しています。内訳をみると、高齢
夫婦世帯では平成12年と比較して約1.7倍、高齢単身世帯では約2.1倍と、大きな伸びを
示しており、今後も高齢者のいる世帯が増えることが見込まれます。

図　本市の高齢者のいる世帯の推移

※　数値は国勢調査より。
※　�高齢単身世帯は、一般世帯であって65歳以上の1人のみの世帯。高齢夫婦世帯は、一般世帯であって夫65歳

以上、妻60歳以上の夫婦1組の世帯。
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⑶　要支援・要介護認定者の推移
　�　本市の要支援・要介護認定者数は、ここ数年は年1,000人前後のペースで増加しており、
令和2年10月1日現在で45,450人となっています。また、高齢者人口に占める要支援・要
介護認定者の割合（認定率）は、横ばい状態となっており、同日現在で19.5％となって
います。

図　本市の介護認定者と認定率の推移

※　�各年10月1日現在。第2号被保険者も含む。発生率（認定率）は要支援・要介護認定者数を第1号
被保険者数で除した割合。（第1号被保険者は65歳以上の方、第2号被保険者は40歳以上65歳
未満の医療保険加入者）。

⑷　介護サービス利用者の推移
　�　要支援・要介護認定者数の増加により、介護サービス利用者も増加しています。特に、
地域密着型サービス利用者が大幅に伸びている状態です。

図　本市の介護サービス利用者の推移
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2．高齢者を取り巻く主な課題

　本市では、平均寿命の延伸や団塊世代の高齢化、さらに少子化が加わり、令和2年10月
1日現在の高齢化率は29.0％と確実に高齢化が進行しています。要介護・要支援認定者に
ついても、ここ数年は年1,000人前後のペースで増加しており、今後は慢性疾患や認知症
など、医療と介護の両方が必要な高齢者の増加が見込まれます。高齢者が、可能な限り
住み慣れた地域で日常生活を営むことができるよう、在宅医療・介護連携の推進や、生き
がいを持ちながら健康に過ごすための介護予防事業等を推進していくことが重要です。
　今後、介護サービス需要がさらに増加するとともに多様化し、同時に現役世代の人口が
減少する中で、地域の介護ニーズに応えるため、介護分野で働く人材の確保・定着への
より一層の支援が強く求められています。
　また、介護給付費の上昇が見込まれる中で、介護予防・健康づくりや保険給付の適正化
等の取り組みを推進していくことが必要となっています。

　本市が、要介護認定を受けている在宅の方を対象として令和元年度に行った調査（在宅
介護実態調査）の結果では、本人の望む介護のあり方について、在宅での介護を希望する
回答が有効回答の78％を占めました。多くの高齢者が在宅での生活を希望している状況
となっていることから、今後も可能な限り、在宅での生活を支援する施策を推進すること
が必要です。

　一方、要介護状態になって在宅介護を希望しても、核家族化、高齢者単身や高齢者のみ
世帯等の増加など、家族による介護が困難な方もいます。在宅介護実態調査においても、
主な介護者の年齢について、有効回答のうち60歳代が37.4％、50歳代が22.5％となっており、
全体では50代以上が94.8％を占める結果となりました。
　本市では、第6期計画および第7期計画において、地域密着型を中心に介護サービス
基盤の整備を行ってきましたが、要介護3以上の方の施設への入所申し込みは依然として
多い状況です。施設入所の必要な高齢者やそのご家族の不安を解消し、また安心感をお届け
することを目指し、第8期計画においても地域包括ケアシステムを深化・推進していくため、
地域密着型の施設整備を基本としつつ、引き続き介護サービス基盤の整備を進めていく
必要があります。


